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今
回
の
伝
承
会
報
は
、
河
野
百
錬
先
生
の
「
号
」
や
家
紋
に
つ
い
て
の
考
察
と
、

生
誕
碑
並
び
に
、
墓
地
内
に
あ
り
ま
す
顕
彰
碑
の
碑
文
の
紹
介
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

目
次 一

． 

河
野
百
錬
先
生
の
号 

「
百
錬
」
「
天
剣
」「
虚
空
軒
」
「
虚
舟
軒
」
に
つ
い
て 

二
． 

生
誕
碑 

大
分
県
河
野
家
に
建
立
さ
れ
た
碑
文 

全
内
容
に
つ
い
て 

三
． 

顕
彰
碑 

大
阪
府
四
天
王
寺
に
建
立
さ
れ
た
碑
文 

全
内
容
に
つ
い
て 

四
． 

家
紋
「
隅
切
り
角
に
ユ
リ
三
ツ
木
」
に
つ
い
て 

 

一
． 

河
野
先
生
の
号
で
あ
る
「
百
錬
」
「
天
剣
」「
虚
空
軒
」
「
虚
舟
軒
」 

○
「
百
錬
」
に
つ
い
て 

 

河
野
先
生
と
御
昵
懇
で
あ
っ
た
元
航
空
自
衛
隊
空
将
補
・
海
老
根
達
先
生
が
、

全
日
本
真
剣
道
連
盟
発
会
式
の
ご
挨
拶
の
中
で
語
ら
れ
た
お
話
で
は
、
こ
の
「
百

錬
」
と
は
、
幕
末
期
、
水
戸
藩
主 

徳
川
斉
昭
公
に
仕
え
た
儒
学
者 

藤
田
東
湖
が

詠
ん
だ
漢
詩
「
正
氣
歌
」
か
ら
取
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
但
し
、
そ
れ
が
海
老
根

先
生
の
推
測
か
、
河
野
先
生
か
ら
伺
っ
た
話
な
の
か
は
不
明
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
漢
詩
が
詠
ま
れ
た
の
は
主
君 

斉
昭
公
が
お
上
よ
り
謹
慎
処
分
を
受
け
、 

藤
田
東
湖
自
身
も
同
時
に
蟄
居
幽
閉
を
や
む
な
く
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。 

南
宋
末
期
、
支
那
の
志
士 

文
天
祥
の
詠
め
る
「
正
氣
歌
」
に
寄
せ
て
藤
田
公
が
詠

ん
だ
同
銘
の
漢
詩
「
正
氣
歌
」
の
一
詩
に
「
百
錬
」
と
い
う
言
葉
が
認
め
ら
れ
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

「
凝
為
百
錬
鉄
鋭
利
可
断
鍪
」 

 

こ
の
漢
詩
の
意
味
は
、「
天
地
正
大
の
気
が
凝
り
て
は
刀
と
な
り
、
そ
の
鋭
利
な

る
こ
と
兜
を
も
断
つ
。
」
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
詩
に
認
め
ら
れ
た
「
百
錬
」
と
は
、

日
本
刀
の
こ
と
を
表
し
て
お
り
ま
す
。 (

河
野
先
生
の
蔵
書
の
中
に
「
正
氣
歌
」

「
正
氣
歌
講
義
」
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。) 

尚
、
藤
田
公
の
「
正
氣
歌
」
全
容
に
つ
き
ま
し
て
は
八
神
邦
武
氏
に
よ
る
現
代

語
訳
で
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
掲
載
致
し
ま
す
。 

『
天
地
に
満
ち
る
正
大
の
気
は
、
粋
を
凝
ら
し
て
神
州
日
本
に
集
ま
り
満
ち
て

い
る
。 

 

正
気
、
地
に
秀
で
て
は
富
士
の
峰
と
な
り
、
高
く
大
い
に
幾
千
年
も
そ
び
え
立

ち
、
流
れ
て
は
大
海
原
の
水
と
な
り
、
あ
ふ
れ
て
日
本
の
大
八
洲
を
め
ぐ
る
。 

開
け
ば
、
幾
万
も
の
枝
に
咲
く
桜
の
花
と
な
り
、
ほ
か
の
草
木
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で

は
な
い
。 

 
正
気
、
凝
れ
ば
、
百
度
（
ひ
ゃ
く
た
び
）
鍛
え
し
日
本
刀
と
な
り
、
切
れ
味
鋭

く
兜
を
断
つ
。 

忠
臣
い
ず
れ
も
み
な
勇
士
。
武
士
こ
と
ご
と
く
良
き
仲
間
。 

 

神
州
日
本
に
君
臨
さ
れ
る
は
ど
な
た
か
。
太
古
の
と
き
よ
り
天
皇
を
仰
ぐ
。 

天
子
の
御
稜
威
（
み
い
つ
）
は
、
東
西
南
北
天
地
す
べ
て
に
あ
ま
ね
く
広
が
り
、

伝 

承 

会 

報 
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そ
の
明
ら
か
な
る
御
徳
は
太
陽
に
等
し
い
。 

 

世
の
中
に
栄
枯
盛
衰
の
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
時
に
正
気
が
光
り
輝
く
。 

 

た
と
え
ば
、
欽
明
帝
の
御
代
の
こ
と
。
物
部
尾
輿
（
も
の
の
べ
の
お
こ
し
）、 

中
臣
鎌
子
、
大
連
（
お
お
む
ら
じ
）
の
議
に
て
、
剛
直
な
る
正
論
を
も
っ
て
、 

蘇
我
稲
目
（
そ
が
の
い
な
め
）
の
惑
え
る
仏
教
を
排
斥
し
た
。
す
な
わ
ち
、
英
明

な
る
帝
の
叡
慮
を
助
け
、
蘇
我
の
仏
像
、
海
に
捨
て
、
私
寺
こ
と
ご
と
く
焔
を
あ

げ
て
焼
き
つ
く
し
た
。 

た
と
え
ば
、
中
臣
鎌
足
、
正
気
を
お
こ
な
う
。
「
乙
巳
（
い
っ
し
）
の
変
」 

（
大
化
の
改
新
）
。
蘇
我
氏
の
専
横
、
倒
し
て
皇
室
国
家
を
磐
石
安
泰
な
ら
し
め
た
。 

 

た
と
え
ば
、
和
気
清
麻
呂
、
正
気
を
お
こ
な
う
。
宇
佐
八
幡
の
御
神
託
を
い
た

だ
い
て
、
妖
僧
「
弓
削
道
鏡
」
、
肝
を
冷
や
し
た
。 

 

同
じ
く
、
北
条
時
宗
。
建
治
元
年
（
１
２
７
５
年
）
、
降
服
迫
る
「
元
」
の
使
節

を
虜
に
し
、
相
模
の
国
は
竜
の
口
に
て
切
り
捨
て
て
、
捕
虜
の
首
と
胴
を
泣
き
別

れ
に
し
た
。 

 

同
じ
く
、
元
寇
襲
来
の
と
き
、
正
気
は
玄
界
灘
の
猛
風
を
起
こ
し
、
怒
涛
と
と

も
に
外
国
軍
の
異
様
な
気
配
を
滅
ぼ
し
つ
く
し
た
。 

 

後
醍
醐
帝
の
御
代
の
こ
と
。
元
弘
の
変
（
１
３
３
１
年
）
。倒
幕
の
企
て
洩
れ
て
、

志
賀
の
比
叡
山
に
逃
れ
た
夜
は
明
る
い
月
夜
。
さ
ら
に
藤
原
師
賢
（
も
ろ
か
た
）

ら
、
帝
の
御
衣
（
み
け
し
）
を
借
り
、
帝
の
乗
り
物
に
て
行
幸
を
偽
り
、
延
暦
寺

へ
。
帝
は
そ
の
間
に
笠
置
の
山
へ
移
り
た
も
う
。 

 

南
朝
は
吉
野
城
の
戦
い
た
け
な
わ
な
る
と
き
、
元
弘
三
年
（
１
３
３
３
年
）、 

護
良
（
も
り
な
が
）
親
王
の
忠
臣
、
村
上
彦
四
郎
義
光
（
よ
し
て
る
）、 

正
気
を
行
う
。
帝
子
（
大
塔
宮
・
護
良
親
王
）
の
身
代
わ
り
に
、
落
城
さ
な
か 

宮
の
鎧
兜
を
い
た
だ
き
切
腹
す
。 

 

あ
る
い
は
、
建
武
新
政
、
護
良
親
王
、
正
気
を
行
う
。
足
利
尊
氏
の
誅
殺
く
わ

だ
て
、
鎌
倉
は
東
光
寺
の
土
牢
に
幽
閉
さ
る
。
深
い
憂
憤
、
苦
悩
の
う
ち
に
弑
殺

さ
る
。
時
に
二
十
八
歳
。 

 

あ
る
い
は
、
楠
木
正
成
、
正
行
（
ま
さ
つ
ら
・
十
一
歳
）
父
子
の
桜
井
の
駅
の

別
れ
の
と
き
。
正
成
四
十
三
歳
、
正
気
を
行
う
。
生
き
延
び
て
最
期
の
一
人
に
な

る
と
も
帝
を
護
れ
、
と
遺
言
す
る
は
、
な
ん
と
ね
ん
ご
ろ
な
こ
と
か
。
勝
て
ぬ
戦

と
知
り
な
が
ら
、
大
楠
公
、
湊
川
に
て
討
ち
死
に
す
。 
 

あ
る
い
は
、
天
正
十
年
春
三
月
、
織
田
信
長
に
敗
れ
た
武
田
勝
頼
、
天
目
山
に

こ
も
り
い
る
。
讒
言
に
て
幽
閉
さ
れ
て
い
た
小
宮
山
内
膳
正
友
信
、
主
君
の
恩
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
が
最
期
の
お
供
だ
と
、
駆
け
つ
け
許
さ
れ
殉
死
し
た
。 

 

あ
る
い
は
、
天
下
分
け
目
の
関
が
原
、
徳
川
家
康
が
股
肱
の
臣
、
鳥
居
彦
右
衛

門
元
忠
、
主
君
の
囮
を
買
っ
て
出
て
伏
見
の
城
を
守
り
奮
戦
。
二
千
の
手
勢
と
わ

が
身
を
も
っ
て
、
四
万
の
敵
に
当
た
っ
て
討
ち
死
に
す
る
。
享
年
三
十
三
歳
。 

 

以
来
、
太
平
の
世
は
二
百
年
。
か
く
の
ご
と
く
正
気
は
、
常
に
伸
び
る
を
得
て

き
た
。 

 

し
か
し
、
正
気
は
、
そ
の
鬱
屈
す
る
と
き
も
あ
っ
た
が
、
赤
穂
義
士
の
四
十
七

人
を
生
み
出
す
。 

 

す
な
わ
ち
、
当
時
を
知
る
人
々
が
亡
く
な
っ
て
も
、
英
霊
た
ち
が
滅
ん
だ
こ
と

は
、
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
。 

 

正
気
、
と
こ
し
え
に
天
地
の
間
に
あ
っ
て
、
り
り
し
く
普
遍
の
道
を
現
し
続
け

る
。 

か
く
の
ご
と
き
正
気
を
、
だ
れ
が
助
け
て
伸
ば
せ
る
だ
ろ
う
か
。
人
為
で
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。 

抜
き
ん
出
て
立
つ
東
海
の
日
本
の
浜
辺
、
忠
誠
つ
く
し
て
皇
室
を
尊
び
、
両
親
を

敬
う
が
ご
と
く
に
、
天
津
神
に
つ
か
え
ま
つ
る
。 

学
問
を
修
め
、
さ
ら
に
武
道
を
き
わ
め
、
誓
っ
て
異
国
の
け
が
れ
を
払
わ
ん
と
欲
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す
。 

 

あ
る
日
、
時
運
、
困
難
と
な
り
、
水
戸
藩
主
・
徳
川
斉
昭
の
身
は
隠
居
謹
慎
を

命
ぜ
ら
れ
て
表
よ
り
消
え
、
幕
府
は
時
機
を
見
る
に
頑
迷
に
し
て
愚
鈍
。
藩
主
の

冤
罪
は
、
一
人
残
さ
れ
た
腹
心
・
東
湖
に
及
ん
で
蟄
居
幽
閉
の
身
と
な
っ
た
。 

東
湖
、
蔦
葛
（
つ
た
か
ず
ら
）
の
つ
る
に
か
ら
ま
れ
た
ご
と
く
苦
し
み
身
動
き
が

取
れ
な
い
。
藩
主
の
冤
罪
、
誰
に
向
か
っ
て
陳
述
で
き
よ
う
か
。
わ
が
身
は
、 

江
戸
の
水
戸
藩
下
屋
敷
に
あ
り
、
先
祖
の
墓
の
あ
る
郷
里
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い

る
。 

ど
う
や
っ
て
亡
父
亡
母
の
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
い
つ
し
か
二
年

の
時
が
過
ぎ
、
幽
閉
の
身
に
、
た
だ
こ
の
正
気
の
み
が
満
ち
て
い
る
。 

 

あ
あ
、
わ
が
身
は
、
た
と
え
死
を
免
れ
ぬ
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
正
気
よ
、
お

ま
え
と
離
れ
る
こ
と
を
忍
べ
よ
う
か
。
わ
が
命
の
絶
え
る
も
伸
び
る
も
天
地
の
神

に
お
ま
か
せ
す
る
。
生
き
よ
う
と
死
の
う
と
、
疑
う
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
生

き
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
主
君
の
冤
罪
を
晴
ら
し
、
主
君
の
ふ
た
た
び
表
舞
台
で
国

の
秩
序
を
伸
張
す
る
姿
を
見
る
に
ち
が
い
な
い
。 

 

死
し
て
は
、
忠
義
の
鬼
と
化
し
、
天
地
の
あ
る
限
り
、
天
皇
の
御
統
治
を
お
護

り
申
し
上
げ
よ
う
。 

 

○
「
天
剣
」
に
つ
い
て 

 

①
海
老
根
達
先
生
の
お
話 

 

「
河
野
先
生
の
「
天
剣
」
と
い
う
号
は
、
武
道
の
考
え
方
で
、
下
の
位
は
人
を

斬
る
。
中
の
位
は
人
を
治
め
る
。
天
の
位
は
天
下
を
治
め
る
も
の
。
即
ち
王
者

の
剣
で
す
。
最
初
は
細
か
い
技
術
か
ら
入
っ
て
、
最
後
は
王
者
の
剣
に
到
達
す

る
も
の
に
な
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
と
ら
れ
た
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
 

こ
の
解
釈
が
海
老
根
先
生
の
推
測
か
、
河
野
先
生
か
ら
伺
っ
た
話
な
の
か
は

不
明
で
あ
り
ま
す
。 

 

②
萩
野
保
正
先
生
に
伺
っ
た
話 

「
天
剣
」
と
い
う
言
葉
は
禅
語
か
ら
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
禅
語
と
は 

「
両
頭
俱
截
断 

一
剣
倚
天
寒
」
、
「
リ
ョ
ウ
ト
ウ 

ト
モ
ニ 

セ
ツ
ダ
ン
シ
テ 

イ
ッ
ケ
ン
テ
ン
ニ
ヨ
ッ
テ
ス
サ
マ
ジ
」
と
読
み
ま
す
。 

こ
の
禅
語
の
意
味
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
野
太
通
著
「
床
の
間
の
禅
語 

続
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

『
迷
い
も
切
り
捨
て
、
悟
り
も
切
り
捨
て
、
両
方
と
も
一
緒
に
切
り
捨
て
て
し

ま
っ
て
、
一
振
り
の
剣
だ
け
が
キ
ラ
キ
ラ
と
、
寒
々
と
天
に
輝
い
て
い
る
。 

そ
う
い
う
無
心
な
心
境
だ
け
が
、
た
っ
た
一
つ
あ
る
。
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
。』 

 

浅
学
な
小
生
と
し
て
は
、
こ
の
解
説
を
踏
ま
え
再
考
し
て
み
ま
し
た
も
の
の
、

こ
の
禅
語
の
意
味
と
河
野
先
生
の
号
に
関
係
性
が
見
つ
け
ら
れ
ず
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
関
係
性
ま
た
は
「
こ
の
禅
語
は
こ
う
読
む
の
だ
」
と
い
っ
た
禅
語
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
、
ま
た
は
「
天
剣
」
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
ご
存
知
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

 

○
「
虚
空
軒
」
「
虚
舟
軒
」
に
つ
い
て 

 

河
野
先
生
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
…
机
を
始
め
、
鍋
に
至
る
様
々
な
物
に
ご
自
身
の

お
名
前
を
書
い
た
り
刻
ん
だ
り
さ
れ
た
方
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、 

そ
の
河
野
先
生
の
蔵
書
の
中
に
「
虚
舟
軒
」と
揮
毫
さ
れ
た
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ま
ず
号
の
一
部
で
あ
る
「
○
○
軒
」
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

わ
か
り
や
す
い
例
え
で
す
と
、
中
華
料
理
屋
の
店
の
名
前
な
ど
で
よ
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
日
本
古
来
の
事
柄
で
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。 
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そ
の
一
例
と
し
て
虚
無
僧
寺
を
挙
げ
ま
す
と
、
虚
無
僧
寺
に
「
○
○
軒
」
と
い

う
呼
び
方
を
す
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
実
例
を
挙
げ
ま
す
と
、

江
戸
時
代
、
仙
台
に
は
布
袋
「
軒
」
、
相
馬
に
は
喜
染
「
軒
」
、
山
形
に
は
臥
龍
「
軒
」

が
あ
り
ま
し
た
。 

な
お
、「
虚
空
」
と
い
う
言
葉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
虚
無
僧
の
世
界
の

例
で
考
察
い
た
し
ま
す
と
、
虚
無
僧
の
吹
く
尺
八
は(

仏)

法
器
と
も
言
わ
れ
、
尺

八
吹
奏
は
別
名
吹
禅
、
お
経
を
詠
む
こ
と
と
同
義
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
虚

無
僧
の
吹
く
普
化
宗
尺
八
曲
の
根
源
の
曲
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
に
「
虚
空
」
と

い
う
曲
が
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
河
野
先
生
が
尺
八
を
嗜
ま
れ
て
い
た
か
等
に

つ
い
て
は
確
認
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
も
、
尺
八
と
は
無
関
係
に
「
虚

空
」
と
い
う
言
葉
に
特
別
の
思
い
を
託
さ
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
日
本
古
来
の
事
柄
に
つ
い
て
は
諸
々
の
事
柄
を
成
り
立
た
せ
る
要
素
が
数
限

り
な
い
繋
が
り
を
持
ち
存
在
し
う
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

河
野
先
生
が
な
ぜ
「
虚
空
軒
」
あ
る
い
は
「
虚
舟
軒
」
と
い
う
号
を
使
わ
れ
て

お
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
号
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
如
何
様
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
ど
な
た
か
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
教
示
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

 

二
． 

河
野
先
生
の
生
誕
地
で
あ
る
大
分
県
日
田
市
天
瀬
町
の
河
野
家
の
庭
に
建
立

さ
れ
て
い
る
生
誕
碑 

 

河
野
先
生
の
生
誕
の
地
で
あ
る
大
分
県
日
田
市
天
ケ
瀬
町
杉
河
内
に
は
、
現
在

河
野
先
生
の
御
舎
弟
の
御
子
息
が
住
ま
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
敷
地
の
一
角

に
河
野
先
生
の
生
誕
碑
が
ご
ざ
い
ま
す
。
碑
文
に
つ
い
て
は
、
印
刷
し
た
も
の
が

残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
実
際
の
生
誕
碑
に
刻
ま
れ
た
文
と
異
な
る
点
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
生
誕
碑
に
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
文
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

『
無
雙
直
伝
英
信
流
第
二
十
代
宗
家
名
人
位 

河
野
百
錬
先
生
誕
生
之
碑
銘
文 

 

恩
師
、
河
野
稔
先
生
、
号
ヲ
百
錬
ト
称
シ
、
明
治
三
十
一
年
二
月
十
九
日
父
徳
市

母
み
よ
ノ
長
男
ト
シ
テ
山
紫
水
明
ノ
此
ノ
地
ニ
出
征
ス 

幼
少
ヨ
リ
武
道
ヲ
好
ミ
、
十
五
歳
ニ
シ
テ
剣
道
ニ
志
ス
。 

昭
和
二
年
始
メ
テ
大
日
本
居
合
兵
法
無
双
直
伝
英
信
流
ニ
入
門
、
土
佐
国
正
統
第

十
八
代
穂
岐
山
波
雄
先
生
、
第
十
九
代
福
井
春
政
先
生
ノ
両
宗
家
ニ
師
事
シ
、
研

鑽
久
シ
ク
シ
テ
其
ノ
奥
義
ヲ
極
ム
。 

戦
時
中
ハ
大
陸
各
地
ニ
武
道
奉
公
ノ
行
御
ヲ
試
シ
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
五
日
、

数
ア
ル
門
人
中
選
バ
レ
テ
、
同
流
第
二
十
代
宗
家
ヲ
紹
統
シ
、
摂
州
住
吉
大
社
御

神
前
ニ
於
テ
正
流
正
統
ヲ
継
承
ス
。 

其
後
不
世
出
ノ
天
資
ヲ
以
テ
、
各
流
派
ヲ
統
合
シ
、
新
タ
ニ
全
日
本
居
合
道
連
盟

ヲ
結
成
シ
、
内
閣
総
理
大
臣
池
田
勇
人
先
生
ヲ
会
長
ニ
仰
ギ
、
ソ
ノ
理
事
長
ト
シ

テ
連
盟
ノ
運
営
指
導
ニ
当
ル
。 

現
在
大
日
本
武
徳
会
剣
道
範
士
九
段
、
居
合
道
範
士
十
段
ヲ
保
有
シ
、
卓
越
セ
ル

剣
風
ト
、
高
邁
ナ
ル
識
見
ハ
現
代
日
本
居
合
道
界
ノ
第
一
人
者
タ
ル
ニ
相
応
シ
ク
、

斯
道
ノ
師
表
ト
シ
テ
景
仰
サ
レ
、
先
年
ソ
ノ
功
績
ニ
依
リ
、
斯
界
最
高
ノ
栄
誉
タ

ル
「
第
三
世
名
人
位
」
ヲ
贈
ラ
レ
、
一
族
其
ノ
光
栄
ニ
感
激
シ
相
詢
リ
テ
、
名
人

生
誕
ノ
碑
ノ
建
立
ヲ
発
願
セ
ル
。 

顧
ミ
レ
バ
、
菊
水
ノ
流
レ
ハ
、
筑
後
川
ト
共
ニ
絶
エ
ズ
、
日
本
武
士
道
精
華
ハ
先

生
ニ
ヨ
ツ
テ
復
活
サ
レ
タ
モ
ノ
ト
云
ウ
ベ
ク
、
今
日
此
ノ
名
人
位
ヲ
機
ト
シ
テ
、

更
ニ
千
秋
滅
セ
ズ
、
燦
然
ト
シ
テ
萬
古
ニ
光
ヲ
放
ツ
、
真
剣
道
ノ
鑑
ト
ナ
ラ
レ
ン

コ
ト
ヲ
記
念
シ
テ
ヤ
マ
サ
ル
ナ
リ
。 

昭
和
四
十
年
甲
辰
八
月
吉
日 
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佐
賀
国
剣
士 

居
合
道
教
士
八
段 

畑
島
正
撰 

 
 

出
羽
林
崎
住 

岩
崎
潮
風 

○
○ 

 
 

読
み
取
れ
ず 

 
 
 
 
 
 

安
達
恒
雄 

謹
刻 

昭
和
四
十
年
五
月
吉
日
建
立 

河
野
正
生 

 
 
 

勇 

萩
原
利
夫
』 

 

三
、
河
野
先
生
の
お
墓
に
建
て
ら
れ
て
い
る
顕
彰
碑 

 
 

河
野
先
生
の
お
墓
は
、
大
阪
府 

四
天
王
寺
境
内
に
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
お

墓
の
一
角
に
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
碑
文
は
門
弟
で
あ
る
田
辺
一

先
生
の
撰
に
よ
る
も
の
で
、
碑
文
の
揮
毫
に
つ
き
ま
し
て
は
ど
な
た
に
よ
る
も
の

か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
か
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

顕
彰
碑
の
全
文
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

『
河
野
稔
先
生
ハ
無
雙
直
傳
英
信
流
正
統
第
二
十
代
宗
家
ニ
シ
テ
號
ヲ
天
剣
百

錬
ト
稱
ス
。
九
州
日
田
杉
河
内
二
生
レ
阪
府
ニ
住
ス
。
居
合
兵
法
近
世
ノ
名
人
ニ

シ
テ
其
奥
妙
極
意
ノ
理
業
ハ
將
ニ
眞
剣
道
ノ
聖
父
タ
リ
。
日
常
書
明
ラ
カ
ニ
シ
テ 

和
ヲ
貴
ミ 

其
座
右
ノ
銘
ト
シ
テ
絶
妙
剣
風
存
唯
一
心
ト
ア
リ
。
享
年
七
十
七
歳
。

其
剣
光
ヲ
仰
キ
タ
ル
門
下
生
万
余
ノ
衆
望
ヲ
得
テ
茲
ニ
眠
ル 

昭
和
五
十
一
年
四
月
吉
日 

無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
兵
法
指
導
会
本
部
』 

 

四
、
家
紋
「
隅
切
り
角
に
ユ
リ
三
ツ
木
」
に
つ
い
て 

河
野
先
生
の
眠
る
四
天
王
寺
は
推
古
天
皇
元
年(

五
九
三
年)

に
聖
徳
太
子
に
よ

り
創
建
さ
れ
た
官
寺
で
あ
り
、
ま
さ
に
時
代
の
波
と
人
々
の
営
み
と
共
に
続
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。(

河
野
先
生
が
居
合
と
出
会
わ
れ
た
の
は
四
天
王
寺
武
徳
殿
で

す
。) 歴

史
的
人
物
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
時
宗
の
開
祖 

踊
り
念
仏
で
有
名
な
一
遍
上

人
も
訪
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
一
遍
上
人
、
実
は
鎌
倉
中
期
の
瀬
戸
内
海
で
勇
名
を
は
せ
た
伊
予
の
河
野

水
軍
の
末
裔
で
あ
り
ま
す
が
、
河
野
先
生
も
ま
た
そ
の
末
裔
で
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。(

先
生
ご
自
身
、
そ
の
よ
う
な
ご
発
言
が
あ
っ
た
と
仄

聞
い
た
し
て
お
り
、
ま
た
蔵
書
の
中
に
「
河
野
一
族
」
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。) 

理
由
は
苗
字
と
家
紋
で
あ
り
ま
し
て
、
河
野
水
軍
の
河
野
氏
の
家
紋
が
「
隅
切

り
角
に
三
文
字
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
河
野
水
軍
の
守
り
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
大

山
衹
神
社
（
伊
予
、
今
の
愛
媛
県
今
治
市
）
お
よ
び
河
野
先
生
の
家
紋
は
「
隅
切
り

角
に
ユ
リ
三
ツ
木
」
で
あ
り
ま
す
。
家
紋
の
形
状
が
「
三
文
字
」
と
「
ユ
リ
三
ツ

木
」
と
似
て
お
り
ま
す
。 

 

栄
華
を
誇
っ
た
河
野
氏
は
、
天
正
十
三
年
の
豊
臣
秀
吉
の
四
国
征
伐
に
よ
り
伊

予
か
ら
追
わ
れ
安
芸
竹
原
に
移
り
、
遂
に
断
絶
に
至
っ
た
と
い
う
通
説
が
あ
り
ま

す
。 「

家
」
を
第
一
義
と
考
え
た
古
人
の
こ
と
ゆ
え
、
一
族
の
命
脈
を
保
つ
為
に
、

河
野
氏
の
係
累
の
方
た
ち
が
、
家
紋
の
三
文
字
を
ユ
リ
三
ツ
木
に
変
え
・
名
字
の

詠
み
方
を
変
え
て(

河
野
先
生
は
、
「
こ
う
の
」
と
読
み
ま
す
が
、
郷
里
大
分
で
は

「
か
わ
の
」
と
読
む
そ
う
で
す
。)

難
を
逃
れ
世
を
忍
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

中
に
大
分
の
山
中
深
く
に
身
を
落
と
し
た
者
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

 


